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(57)【要約】
【課題】調光レベルが低い状態で電源が投入された場合
であっても、点灯の立ち上がり時間が長くなってしまう
ことが抑制された、位相制御方式の調光点灯回路及び照
明器具を提供する。
【解決手段】調光点灯回路３２は、整流回路４０と、交
流電圧の導通位相角に対応する信号レベルの調光信号を
出力する位相検出回路４２と、整流回路４０から出力さ
れた直流電圧を入力とし、位相検出回路４２から出力さ
れた調光信号の信号レベルに対応する直流電流を光源３
４に供給するＤＣ－ＤＣコンバータ５０とを備える。位
相検出回路４２は、電源投入によって交流電圧が調光点
灯回路３２に入力された時点で検出した導通位相角が所
定角度以下である場合には、所定時間の間、調光信号と
して、検出した導通位相角よりも大きい導通位相角に対
応する信号レベルの疑似信号を出力する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相制御された交流電圧を入力とし、光源に直流電流を供給する調光点灯回路であって
、
　前記交流電圧を整流する整流回路と、
　前記交流電圧の導通位相角を検出し、検出した導通位相角に対応する信号レベルの調光
信号を出力する位相検出回路と、
　前記整流回路から出力された直流電圧を入力とし、前記位相検出回路から出力された調
光信号の信号レベルに対応する直流電流を前記光源に供給するコンバータとを備え、
　前記位相検出回路は、電源投入によって前記交流電圧が前記調光点灯回路に入力された
時点で検出した前記導通位相角が所定角度以下である場合には、所定時間の間、前記調光
信号として、検出した前記導通位相角よりも大きい導通位相角に対応する信号レベルの疑
似信号を出力する
　調光点灯回路。
【請求項２】
　前記位相検出回路は、前記疑似信号として、前記所定角度よりも大きい導通位相角に対
応する信号レベルを有する信号を出力する
　請求項１記載の調光点灯回路。
【請求項３】
　前記位相検出回路は、電源投入によって前記交流電圧が前記調光点灯回路に入力された
時点で検出した前記導通位相角が所定角度より大きい場合には、検出した前記導通位相角
に対応する信号レベルの調光信号を出力する
　請求項１又は２記載の調光点灯回路。
【請求項４】
　前記所定角度は、前記導通位相角が最大である場合における前記光源の明るさの１０％
で前記光源を発光させるための導通位相角である
　請求項１～３のいずれか１項に記載の調光点灯回路。
【請求項５】
　光源と、
　前記光源に直流電流を供給する請求項１～４のいずれか１項に記載の調光点灯回路とを
備える
　照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調光点灯回路及び照明器具に関し、特に、位相制御された交流電圧を入力と
し、光源に直流電流を供給する調光点灯回路等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　位相制御された交流電圧を入力とし、光源に直流電流を供給する位相制御方式の調光点
灯回路では、位相制御に起因する様々な不具合を改善した技術が提案されている（例えば
、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１の調光点灯回路は、供給される交流電圧の一方の半サイクルにおける位相制
御の導通位相角を検出する位相検出回路と、位相検出回路の検出出力に基づいてＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータ回路の直流出力電流を定電流制御する制御手段とを備える。これによれば、
位相制御された交流電圧の一方の半サイクルにおける位相制御の導通位相角と他方の半サ
イクルにおける位相制御の導通位相角とが厳密に同一でなくても、直流出力電流が交流電
圧の半サイクルごとに変動しないように制御され得る。その結果、調光レベルが低い場合
であっても、光出力の変動が目立ちにくいという効果が奏される。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１０４２７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の調光点灯回路では、調光レベルが低い状態で電源が投入さ
れた場合には、調光レベルに相当する光が出力されるまでの時間（点灯の立ち上がり時間
）が非常に長いという問題がある。
【０００６】
　特に、ＰＦＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｆａｃｔｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）回路とＤＣ－ＤＣ
コンバータとを一体化したＰＦＣ１（ワン）コンバータ方式の調光点灯回路では、この問
題が顕著となる。ＰＦＣ１コンバータ方式では、整流された交流電圧を平滑化するのに小
容量のコンデンサが用いられ、そこで得られた直流電圧をスイッチングして光源に適した
直流電圧を生成するＤＣ－ＤＣコンバータの出力段に大容量のコンデンサが用いられる。
そのために、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合には、ＤＣ－ＤＣコンバータ
の出力段に接続された大容量のコンデンサ（出力平滑コンデンサ）の充電に時間がかかり
、点灯の立ち上げり時間が非常に長くなってしまう。例えば、本発明者らによる実験では
、従来の調光点灯回路では、調光レベルを下限値（例えば、最大の光出力の２～３％に相
当する調光レベル）に設定した状態で電源を投入した場合には、点灯の立ち上がり時間が
１０秒以上になってしまう。
【０００７】
　そこで、本発明は、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合であっても、点灯の
立ち上がり時間が長くなってしまうことが抑制された、位相制御方式の調光点灯回路及び
照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る調光点灯回路の一形態は、位相制御された交
流電圧を入力とし、光源に直流電流を供給する調光点灯回路であって、交流電圧を整流す
る整流回路と、交流電圧の導通位相角を検出し、検出した導通位相角に対応する信号レベ
ルの調光信号を出力する位相検出回路と、整流回路から出力された直流電圧を入力とし、
位相検出回路から出力された調光信号の信号レベルに対応する直流電流を光源に供給する
コンバータとを備え、位相検出回路は、電源投入によって交流電圧が調光点灯回路に入力
された時点で検出した導通位相角が所定角度以下である場合には、所定時間の間、調光信
号として、検出した導通位相角よりも大きい導通位相角に対応する信号レベルの疑似信号
を出力する。
【０００９】
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る照明器具の一形態は、光源と、光源に
直流電流を供給する上記調光点灯回路とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る調光点灯回路及び照明器具により、調光レベルが低い状態で電源が投入さ
れた場合であっても、点灯の立ち上がり時間が長くなってしまうことが抑制される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態における調光システムの外観図
【図２】図１に示された調光システムの回路図
【図３】図２に示された調光点灯回路の回路図
【図４】図３に示された位相検出回路の回路図
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【図５】図４に示された位相検出回路における信号の波形を示すタイミング図
【図６】実施の形態における調光システムの動作を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。以下の実施の
形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、ステッ
プ、ステップの順序等は、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、以下の実
施の形態における構成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されてい
ない構成要素については、より好ましい形態を構成する任意の構成要素として説明される
。
【００１３】
　図１は、実施の形態における調光システム１０の外観図である。調光システム１０は、
調光器２０と照明器具３０とから構成される。調光器２０は、部屋の壁等に設けられるコ
ントローラであり、照明器具３０を点灯させるための電源スイッチ２４と、調光レベルを
調整するためのダイヤル２１を有する。照明器具３０は、部屋の天井等に設けられる照明
装置である。
【００１４】
　図２は、図１に示された調光システム１０の回路図である。交流電源１２には、調光器
２０と照明器具３０とが直列に接続される。交流電源１２は、調光システム１０に電力を
供給する電源であり、例えば、商用交流電源である。
【００１５】
　調光器２０は、ダイヤル２１、位相制御回路２２、トライアック２３、及び、電源スイ
ッチ２４で構成される。ダイヤル２１は、可変抵抗器である。位相制御回路２２は、ダイ
ヤル２１の抵抗値に対応する導通位相角でトライアック２３がオンオフするように、トラ
イアック２３を制御する回路である。電源スイッチ２４は、交流電源１２からの電力供給
をオンオフするスイッチである。
【００１６】
　照明器具３０は、調光器２０で位相制御された交流電圧を受けて発光する器具であり、
入力端子３１、調光点灯回路３２、出力端子３３、及び、光源３４を備える。入力端子３
１には、調光器２０によって位相制御された交流電圧が印加される。調光点灯回路３２は
、入力端子３１から入力された位相制御された交流電圧から、出力端子３３を介して光源
３４に直流電流を供給する。光源３４は、調光点灯回路３２から供給される電流を受けて
発光する光源であり、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）等
である。
【００１７】
　図３は、図２に示された調光点灯回路３２の回路図である。調光点灯回路３２は、本実
施の形態では、ＰＦＣ１コンバータ方式の電源であり、整流回路４０、位相検出回路４２
、及び、ＤＣ－ＤＣコンバータ５０を備える。
【００１８】
　整流回路４０は、入力端子３１から入力された位相制御された交流電圧を整流する回路
であり、例えば、ダイオードブリッジである。
【００１９】
　位相検出回路４２は、入力端子３１から入力された位相制御された交流電圧の導通位相
角を検出し、検出した導通位相角に対応する信号レベルの調光信号をＤＣ－ＤＣコンバー
タ５０（より詳しくは、制御回路５４）に出力する回路である。本実施の形態では、位相
検出回路４２は、整流回路４０で整流された電圧の波形から導通位相角を検出し、検出し
た導通位相角に対応する電圧の調光信号を生成してＤＣ－ＤＣコンバータ５０に出力する
。
【００２０】
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　ＤＣ－ＤＣコンバータ５０は、整流回路４０から出力された直流電圧を入力とし、位相
検出回路４２から出力された調光信号の信号レベルに対応する直流電流を、出力端子３３
を介して光源３４に供給するコンバータの一例である。本実施の形態では、ＤＣ－ＤＣコ
ンバータ５０は、降圧型コンバータであり、ダイオード５１、入力平滑コンデンサ５２、
スイッチング素子５３、ダイオード５５、インダクタ５６、出力平滑コンデンサ５７、及
び、制御回路５４を有する。制御回路５４は、位相検出回路４２から出力されてＰＷＭ端
子に入力された調光信号の信号レベルに応じて、ＯＵＴ端子から出力する制御信号によっ
てスイッチング素子５３を高周波でスイッチングさせるときのオン時間を制御する回路で
ある。制御回路５４は、プログラムを内蔵したマイクロコンピュータ等で実現される。調
光点灯回路３２の力率改善の観点から、入力平滑コンデンサ５２は、小容量（例えば、０
．１μＦ以下の容量）のキャパシタであり、出力平滑コンデンサ５７は、大容量（例えば
、１０００μＦ以上の容量）のキャパシタである。整流回路４０で整流された電圧は、ダ
イオード５１を通過した後、入力平滑コンデンサ５２で平滑化され、制御回路５４による
制御の下で、スイッチング素子５３によってチョッピングされる。スイッチング素子５３
がオンしている期間では、整流回路４０から、ダイオード５１、スイッチング素子５３、
インダクタ５６、出力平滑コンデンサ５７及び光源３４を経て整流回路４０に戻る経路で
電流が流れる。スイッチング素子５３がオフしている期間では、インダクタ５６に蓄積さ
れていたエネルギーの放出（回生電力）によって、インダクタ５６、光源３４及びダイオ
ード５５で形成されるループ経路で電流が流れる。
【００２１】
　制御回路５４は、インダクタ５６と磁気結合されたインダクタ（図示せず）等を介して
、インダクタ５６に流れている電流を検出する。制御回路５４は、スイッチング素子５３
がオフしている期間において、インダクタ５６を流れる電流がゼロになったことを検出す
ると、再び、位相検出回路４２から入力される調光信号に対応するオン時間だけ、スイッ
チング素子５３をオンさせる制御を行う。このような高周波のチョッピング動作によって
、交流電源１２から調光点灯回路３２に、正弦波に近い波形で電流が流れ、高い力率が実
現される。また、位相検出回路４２から出力された調光信号の信号レベル、つまり、入力
端子３１に入力された交流電圧の導通位相角に応じて、スイッチング素子５３のスイッチ
ングにおけるオン時間が制御され、調光が行われる。
【００２２】
　なお、位相検出回路４２と制御回路５４は、整流回路４０の出力電圧から生成される（
図示しない回路で生成される）電源電圧Ｖｃｃの供給を受けて動作する。
【００２３】
　ここで、調光点灯回路３２の特徴として、位相検出回路４２は、位相制御された交流電
圧が電源スイッチ２４による電源投入によって調光点灯回路３２に入力された時点で検出
した導通位相角が所定角度以下である場合に、次の動作をする。つまり、位相検出回路４
２は、所定時間（例えば、１秒）の間、調光信号として、検出した導通位相角よりも大き
い導通位相角に対応する信号レベルの疑似信号を生成して制御回路５４に出力する。これ
は、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合に、本来（現実の調光レベル）よりも
高い調整レベルに対応する電流をＤＣ－ＤＣコンバータ５０から出力させるためである。
これによって出力平滑コンデンサ５７が短時間で充電され、調光レベルに相当する光が光
源３４から出力されるまでの時間（点灯の立ち上がり時間）が従来よりも短くなる。
【００２４】
　本実施の形態では、位相検出回路４２は、疑似信号として、所定角度よりも大きい導通
位相角に対応する信号レベルを有する信号を出力する。所定角度は、例えば、導通位相角
が最大である場合における光源３４の明るさ（フル点灯）の１０％で光源３４を発光させ
るための導通位相角である。この場合には、調光レベルがフル点灯時の１０％以下（例え
ば、３％）である場合に電源が投入されると、電源投入から所定時間（例えば、１秒）、
フル点灯時の１０％に相当する明るさで光源３４を発光させる電流がＤＣ－ＤＣコンバー
タ５０から出力される。その結果、このような疑似信号が出力されない場合に比べ、出力
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平滑コンデンサ５７の充電時間が短くなり、点灯の立ち上がり時間が短縮化される。なお
、疑似信号を生成するのに用いられる導通位相角の閾値として、フル点灯の１０％に設定
しているのは、点灯の立ち上がり時間が長くなってユーザが苛立ちを感じると予想される
閾値を考慮したからである。つまり、フル点灯の１０％以下の調光レベルのときに電源が
投入されると、所定時間の間、通常（現実の調光レベル）よりも大きい電流をＤＣ－ＤＣ
コンバータ５０から出力させることで、点灯の立ち上がり時間が長いと感じる多くのケー
スを回避し得る。
【００２５】
　なお、逆に、位相制御された交流電圧が電源スイッチ２４による電源投入によって調光
点灯回路３２に入力された時点で検出された導通位相角が所定角度より大きい場合には、
位相検出回路４２は、検出した導通位相角に対応する信号レベルの調光信号を出力する。
つまり、位相検出回路４２は、導通位相角に従った通常の動作をする。この場合には、点
灯の立ち上がり時間が長くないので、特別な制御をする必要がないからである。
【００２６】
　図４は、図３に示された位相検出回路４２の回路図である。位相検出回路４２は、クラ
ンプ回路６０、ＬＰＦ（ローパスフィルタ）７０、及び、疑似信号生成回路８０で構成さ
れる。図５は、図４に示された位相検出回路４２における信号の波形を示すタイミング図
である。
【００２７】
　クランプ回路６０は、整流回路４０から出力された、位相制御された整流信号（図５の
（ａ）参照）をクランプする回路であり、抵抗６１、ツェナーダイオード６２、及び、コ
ンデンサ６３を有する。クランプ回路６０に入力された整流信号（図５の（ａ）参照）は
、ツェナーダイオード６２で定まる一定電圧にクランプされ、図５の（ｂ）に示されるよ
うなクランプ信号として、ＬＰＦ７０に入力される。
【００２８】
　ＬＰＦ７０は、クランプ回路６０から出力されたクランプ信号（図５の（ｂ）参照）を
平滑化する回路であり、抵抗７１、及び、コンデンサ７２を有する。ＬＰＦ７０に入力さ
れたクランプ信号（図５の（ｂ）参照）は、抵抗７１及びコンデンサ７２で定まる時定数
に対応する高周波成分が除去され、図５の（ｃ）に示されるような直流信号（ＬＰＦ出力
信号）となって、ＬＰＦ７０から出力される。
【００２９】
　このように、クランプ回路６０及びＬＰＦ７０によって、この位相検出回路４２に入力
された、位相制御された交流電圧の導通位相角（整流信号の導通位相角）が電圧（ＬＰＦ
出力信号の電圧）に変換される。
【００３０】
　疑似信号生成回路８０は、電源投入後の所定時間の間、調光点灯回路３２に入力された
交流電圧の導通位相角よりも大きい導通位相角に対応する信号レベルをもつ疑似信号を生
成する回路である。疑似信号生成回路８０は、抵抗８２、８３、８５及び８６、コンデン
サ８１及び８７、スイッチング素子８４、並びに、ダイオード８８で構成される。電源ス
イッチ２４によって調光点灯回路３２に電源が投入されると、電源電圧Ｖｃｃが生成され
、抵抗８２と抵抗８３との接続点９０に接続されたコンデンサ８１への充電が始まる。抵
抗８２、抵抗８３及びコンデンサ８１で定まる所定時間Δｔだけ経過すると、接続点９０
の電圧がスイッチング素子８４の閾値電圧に達し、スイッチング素子８４がオンする。そ
の結果、抵抗８５と抵抗８６との接続点９１での電圧が、図５の（ｄ）に示されるように
、抵抗８５と抵抗８６とで定まる分圧電位からグランド電位に下がる。接続点９１におけ
る電圧変化が疑似信号である。
【００３１】
　疑似信号は、ダイオード８８を介して、接続点９２において、ＬＰＦ出力信号と合成さ
れ、図５の（ｅ）に示される調光信号として、疑似信号生成回路８０から出力される。Ｌ
ＰＦ出力信号と疑似信号との合成では、疑似信号生成回路８０の出力段にダイオード８８
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が接続されていることから、ＬＰＦ出力信号と疑似信号のうち、より高い電圧をもつ信号
が、調光信号として、位相検出回路４２から出力される。図５に示される例では、所定時
間Δｔでは、疑似信号の電圧がＬＰＦ出力信号の電圧よりも高いので、疑似信号が調光信
号として出力され、それ以降では、ＬＰＦ出力信号の電圧が疑似信号の電圧よりも高いの
で、ＬＰＦ出力信号が調光信号として出力される。なお、厳密には、疑似信号の電圧とダ
イオード８８での電圧降下との和と、ＬＰＦ出力信号の電圧とが比較され、高いほうの信
号が調光信号として出力されるが、本明細書では、説明の便宜のため、ダイオード８８で
の電圧降下を無視して説明している。
【００３２】
　このような動作により、位相検出回路４２では、電源スイッチ２４による電源投入によ
って調光点灯回路３２に入力されから、抵抗８２、抵抗８３及びコンデンサ８１で定まる
所定時間Δｔにおいて、次の動作となる。つまり、ＬＰＦ出力信号の電圧が疑似信号の電
圧（抵抗８５と抵抗８６とで定まる分圧電圧）以下である場合、整流信号の導通位相角が
上記分圧電圧に対応する所定角度以下であると検出される。そして、ＬＰＦ出力信号の電
圧よりも高い電圧（上記分圧電圧）をもつ疑似信号が調光信号として出力される。つまり
、整流信号の導通位相角よりも大きい導通位相角（ここでは、上記所定角度）に対応する
信号レベルの疑似信号が調光信号として出力される。
【００３３】
　図６は、本実施の形態における調光システム１０の動作を示すフローチャートである。
位相検出回路４２において、電源スイッチ２４による電源投入によって調光点灯回路３２
に交流電圧が入力された時点で位相検出回路４２に入力されている整流信号の導通位相角
と所定角度とが比較される（Ｓ１０）。この比較は、位相検出回路４２において、疑似信
号生成回路８０で生成された疑似信号がダイオード８８を介して、ＬＰＦ７０から出力さ
れたＬＰＦ出力信号と合成されることに相当する。所定角度は、位相検出回路４２におけ
る抵抗８５と抵抗８６とで定まる分圧電圧に対応する。
【００３４】
　その結果、整流信号の導通位相角が所定角度以下である場合には（Ｓ１０でＹｅｓ）、
位相検出回路４２から、所定時間Δｔの間、疑似信号が調光信号として出力される（Ｓ１
１）。所定時間は、抵抗８２、抵抗８３及びコンデンサ８１で定まる時間である。疑似信
号の電圧は、電源電圧Ｖｃｃに対して抵抗８５及び抵抗８６による分圧で得られる電圧で
ある。疑似信号の電圧は、整流信号の導通位相角よりも大きい導通位相角に対応する信号
レベルを有するので、所定時間Δｔの間、本来（現実の調光レベル）よりも高い調整レベ
ルに対応する電流がＤＣ－ＤＣコンバータ５０から出力される。これにより、ＤＣ－ＤＣ
コンバータ５０における出力平滑コンデンサ５７は通常（現実の調光レベル）の場合より
も短時間で充電され、点灯の立ち上がり時間が従来よりも短くなる。
【００３５】
　所定時間Δｔの経過後は、位相検出回路４２から、ＬＰＦ出力信号が調光信号として出
力される（Ｓ１２）。よって、現実の調光レベルに対応する電流がＤＣ－ＤＣコンバータ
５０から出力され、本来の調光制御が行われる。
【００３６】
　一方、整流信号の導通位相角が所定角度より大きい場合には（Ｓ１０でＮｏ）、位相検
出回路４２から、ＬＰＦ出力信号が調光信号として出力され（Ｓ１２）、通常の調光制御
が行われる。つまり、現実の調光レベルに対応する電流がＤＣ－ＤＣコンバータ５０から
出力される。
【００３７】
　以上のように、本実施の形態における調光点灯回路３２は、位相制御された交流電圧を
入力とし、光源３４に直流電流を供給する回路であって、整流回路４０と、位相検出回路
４２と、ＤＣ－ＤＣコンバータ５０とを備える。整流回路４０は、交流電圧を整流する。
位相検出回路４２は、交流電圧の導通位相角を検出し、検出した導通位相角に対応する信
号レベルの調光信号を出力する。ＤＣ－ＤＣコンバータ５０は、整流回路４０から出力さ
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れた直流電圧を入力とし、位相検出回路４２から出力された調光信号の信号レベルに対応
する直流電流を光源３４に供給する。位相検出回路４２は、電源投入によって交流電圧が
調光点灯回路３２に入力された時点で検出した導通位相角が所定角度以下である場合には
、所定時間の間、調光信号として、検出した導通位相角よりも大きい導通位相角に対応す
る信号レベルの疑似信号を出力する。
【００３８】
　これにより、位相検出回路４２は、電源投入時に検出された導通位相角が所定角度以下
である場合には、所定時間の間、本来の調光信号に代えて、検出した導通位相角よりも大
きい導通位相角に対応する信号レベルの疑似信号をＤＣ－ＤＣコンバータ５０に出力する
。よって、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合には、本来よりも高い調整レベ
ルに対応する電流によって出力平滑コンデンサが充電され、点灯の立ち上がり時間が従来
よりも短くなる。
【００３９】
　また、位相検出回路４２は、疑似信号として、所定角度よりも大きい導通位相角に対応
する信号レベルを有する信号を出力する。
【００４０】
　これにより、位相検出回路４２は、電源投入時に検出された導通位相角が所定角度以下
である場合には、所定角度よりも大きい導通位相角に対応する信号レベルを有する疑似信
号を出力する。よって、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合には、所定角度よ
りも大きい導通位相角に対応する電流によって出力平滑コンデンサが充電され、確実に、
点灯の立ち上がり時間が従来よりも短くなる。
【００４１】
　また、位相検出回路４２は、電源投入によって交流電圧が調光点灯回路３２に入力され
た時点で検出した導通位相角が所定角度より大きい場合には、検出した導通位相角に対応
する信号レベルの調光信号を出力する。
【００４２】
　これにより、位相検出回路４２は、電源投入時に検出された導通位相角が所定角度以下
である場合にだけ、所定時間の間、本来の調光信号に代えて、検出した導通位相角よりも
大きい導通位相角に対応する信号レベルの疑似信号を出力する。よって、調光レベルが低
い状態で電源が投入された場合にだけ、本来よりも高い調整レベルに対応する電流によっ
て出力平滑コンデンサが充電される。その結果、調整レベルが高い状態で電源が投入され
た場合等、通常の点灯の立ち上がり時において、電源投入直後の電流を無用に大きくして
しまうことが回避され、電源投入直後に不自然な光出力が生じることが抑制される。
【００４３】
　また、所定角度は、導通位相角が最大である場合における光源３４の明るさの１０％で
光源３４を発光させるための導通位相角である。
【００４４】
　これにより、位相検出回路４２は、電源投入時における調光レベルが１０％以下である
場合に、所定時間の間、本来の調光信号に代えて、検出した導通位相角よりも大きい導通
位相角に対応する信号レベルの疑似信号を出力する。これにより、所定角度は、点灯の立
ち上がり時間が長くなってユーザが苛立ちを感じると予想される値に設定されるので、適
切に点灯の立ち上がり時間が短縮化される。
【００４５】
　また、本実施の形態では、照明器具３０は、光源３４と、光源３４に直流電流を供給す
る調光点灯回路３２とを備える。
【００４６】
　これにより、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合には、本来よりも高い調整
レベルに対応する電流によって出力平滑コンデンサが充電され、点灯の立ち上がり時間が
従来よりも短くなる。
【００４７】
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　以上、本発明に係る調光点灯回路及び照明器具について、実施の形態に基づいて説明し
たが、本発明は、この実施の形態に限定されるものではない。本発明の主旨を逸脱しない
限り、当業者が思いつく各種変形を本実施の形態に施したものや、実施の形態における一
部の構成要素を組み合わせて構築される別の形態も、本発明の範囲内に含まれる。
【００４８】
　例えば、図４に示される位相検出回路４２では、入力された整流信号の導通位相角が所
定角度以下である場合に、所定角度に対応する導通位相角に対応する信号レベルの疑似信
号が出力されたが、このような信号レベルの疑似信号に限られない。入力された整流信号
の導通位相角よりも大きい導通位相角に対応する信号レベルの疑似信号が出力されればよ
い。これによって、調光レベルが低い状態で電源が投入された場合に、本来よりも高い調
整レベルに対応する電流によって出力平滑コンデンサが充電され、点灯の立ち上がり時間
が従来よりも短くなる。
【００４９】
　また、上記所定角度として、フル点灯時の１０％に相当する角度が用いられたが、これ
に限られず、出力平滑コンデンサ５７の容量値等に依存して、適宜、５％、１５％、２０
％等の適切な値に設定してもよい。所定角度は、位相検出回路４２の抵抗８５と抵抗８６
とで定まる分圧電圧に対応するので、抵抗８５と抵抗８６とを調整することで、適切な所
定角度を設定できる。
【００５０】
　また、上記実施の形態では、光源３４は、ＬＥＤであったが、これに限られない。有機
ＥＬ（ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）等の他の固体発光デバイスであっても
よい。
【００５１】
　また、上記実施の形態では、調光点灯回路３２は、ＰＦＣ１コンバータ方式のコンバー
タであったが、これに限られず、比較的大きい容量の出力平滑コンデンサを有するＤＣ－
ＤＣコンバータであってもよい。上記実施の形態における位相検出回路４２により、電源
投入時における出力平滑コンデンサの充電時間が短縮され得るからである。
【００５２】
　また、上記実施の形態では、ＤＣ－ＤＣコンバータ５０は、降圧型コンバータであった
が、これに限られず、昇圧型コンバータ又は昇降圧型コンバータであってもよい。上記実
施の形態における位相検出回路４２により、電源投入時における出力平滑コンデンサの充
電時間が短縮され得るからである。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　調光システム
　３０　照明器具
　３２　調光点灯回路
　３４　光源
　４０　整流回路
　４２　位相検出回路
　５０　ＤＣ－ＤＣコンバータ（コンバータ）
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